
 

76 

第9章 将来ビジョン 

9.1 目指す将来像 

本市の現況、計画策定にあたっての社会、経済、環境に関する地域課題、および市民・事業者へのアンケ

ートを踏まえ、2050 年の目指す将来像と 4 つの事業構想を整理しました。 

 

 
図 目指す将来像と事業構想 

 

 

9.2 先導エリアにおける領域横断・特色ある事業構想の推進 

次頁に、エリア別の事業構想について、事業目的、事業イメージ、取組展開イメージをそれぞれ整理しまし

た。 

  

基幹産業の振興と
脱炭素の両立

安心・安全な暮らし
の実現

自然環境の保全と
生活環境の向上

市民・事業者・行政の
協働・参画

地域脱炭素でSDGs都市を目指して
コミュニティ、自然などの地域資源を活用した脱炭素の実現を通じて、社会、経済、環境の地域課題を同時解決するまちづくり

目指す将来像

将来の事業構想
農林業活性化に資する

スマートビレッジ

オーガニックビレッジで脱炭
素型農業・林業を推進、中山間
地域の振興を図る

省エネ徹底と再エネ集中導入
によるゼロエネルギーエリア

文化・福祉・教育施設などが集
まるエリアの災害対応力を強
化する（海のみえる文化公園エ
リア、三隅中央公園エリアなど）

浜田港や浜田漁港の脱炭素化
とブルーカーボン、スマート漁
業を進め、水産業振興を目指
す

地域と水産業の活性化に
資するゼロカーボン漁港

火力発電所排出物を活用した
循環型サプライチェーン構築

国内最大級の火力発電所の
排出物（CO2、灰など）を利活
用して、循環型サプライチェー
ンを形成する
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9.3 領域横断・特色ある事業構想を推進するための組織体制・事業スキーム 

各事業構想の具体的な検討および推進にあたっては、主体となる事業者、関係企業との連携、行政関係

課との連携により、地域に裨益するモデル検討、推進、支援などを進めていく必要があります。 

 

 

図 産官学連携の支援組織、地域脱炭素推進事業体の目的と検討事項イメージ 

 

 

 

図 官民連携の地域脱炭素推進事業体の事業スキーム（イメージ） 

 

 

 

官民連携の事業検討/
支援プラットフォーム

最終目標
・事業体を通じた脱炭素事業の
推進と地域還元

検討事項

・地元出資比率
・地域還元事業検討

組織図

地域脱炭素推進事業体

浜田市

地域企業大学など

地域脱炭素推進事業体設立

・脱炭素ビジネスのサプライ
チェーン構築

・事業体参画企業との協議
・地域脱炭素推進事業体における
事業内容案、設立方式など
・支援事業の設計

浜田市

地域企業大学など

産官学検討組織・
支援プラットフォーム

コンソーシアムの各組織の持つ
人材、技術/ノウハウ、お金

地域脱炭素推進事業体

①エネルギー事業

1.PPA（太陽光発電）事業

2.省エネ機器導入支援

3.電力小売・地産地消

②地域活性化事業

1.水産業GX

2.林業GX

3.農業GX

行政 地域企業

発注

三隅発電所

木質バイオマス発電設備
（周辺地域と連携）

フライアッシュ

バイオマス混焼

バイオ炭

海底漁礁

林地残材活用

バイオ炭の農地施用

オフサイト太陽光発電

（FIT切れ）陸上風力発電

（FIT切れ）太陽光発電

（FIT切れ）廃棄物発電

家庭

公共施設

先導20カ所

その他施設

セミナーの実施

モデル展開

大学

太陽光発電
着工・施工業者 市民

地域還元事業

取り組みの理解・協力

連携協議

オンサイト
太陽光発電の設置

省エネ機器の設置

売電収入

各産業における
脱炭素の取り組み

・水産業
・林業
・農業

環境取り組みによるJクレジット
（炭素排出権取引市場）からの資金獲得

炭素排出権取引市場¥

参画（コンソーシアム形成）

¥

¥


